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  （百万円未満切捨て）

１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第２四半期 77,422 6.2 5,298 29.9 5,302 3.5 3,320 13.4 

26年３月期第２四半期 72,893 10.2 4,079 461.1 5,125 － 2,927 202.8 
 
（注）包括利益 27年３月期第２四半期 4,293 百万円 （△46.9％）   26年３月期第２四半期 8,082 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第２四半期 106.44 97.27 

26年３月期第２四半期 93.86 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年３月期第２四半期 156,677 72,727 40.0 2,011.05 

26年３月期 155,162 71,006 39.5 1,966.01 
 
（参考）自己資本 27年３月期第２四半期 62,734 百万円   26年３月期 61,329 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年３月期 － 22.00 － 22.00 44.00 

27年３月期 － 24.00       

27年３月期（予想）     － 24.00 48.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

 

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 157,000 5.5 10,500 22.6 10,000 3.9 6,000 △12.1 192.34 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （２）四半期連結財務諸表の

作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 有    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 有    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。詳

細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の見積り

の変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期２Ｑ 31,200,000 株 26年３月期 31,200,000 株 

②  期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 5,318 株 26年３月期 5,237 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 31,194,704 株 26年３月期２Ｑ 31,194,797 株 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）２ページ

「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における当社グループ（当社及び連結子会社、以下同じ）を取り巻く経済情勢は、米

国では引き続き堅調な景気回復が見られましたが、欧州では国ごとに状況が異なるものの依然として経済の低迷が

続きました。新興国では中国で景気が減速気味となり、東南アジアではタイ経済は政情不安の収束により回復に向

かいましたが、インドネシアでは経済成長率が鈍化、ブラジルでは景気後退の局面に入りました。

国内経済につきましては、政府の経済・金融政策等により企業業績向上や雇用の改善など景気回復の傾向が見ら

れましたが、一方で消費税率引き上げによる消費減退懸念や不安定な世界経済の影響を受け、先行き不透明な状況

で推移しました。

このような環境の中、当第２四半期連結累計期間における売上高は77,422百万円（前年同期比6.2％増）、営業

利益は、5,298百万円（同29.9％増）となりました。

セグメント別の状況につきまして、日本では、売上高は15,779百万円（同6.7％減）、セグメント損益は444百万

円の利益（同66.8％減）となりました。

北米地域は、売上高は17,103百万円（同17.7％増）、セグメント損益は1,245百万円の利益（同247.1％増）とな

りました。

欧州地域は、売上高は3,215百万円（同15.9％増）、セグメント損益は410百万円の利益（同75.5％増）となりま

した。

アジア地域は、二輪車用製品及び四輪車用製品の販売が増加したことに加えベトナム子会社の新規連結により、

売上高は34,799百万円（同12.9％増）、セグメント損益は2,788百万円の利益（同66.2％増）となりました。

南米地域は、売上高は6,523百万円（同17.0％減）となりましたが、セグメント損益は297百万円の利益（同

21.4％増）となりました。

経常利益は5,302百万円（同3.5％増）、四半期純利益は3,320百万円（同13.4％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前期末に比べて1,514百万円増加し、156,677百万円となりました。

流動資産は、前期末に比べて298百万円増加し、55,544百万円となりました。主な要因は、受取手形及び売掛金

の増加889百万円、原材料及び貯蔵品の増加865百万円によるものです。

固定資産は、前期末に比べて1,216百万円増加し、101,133百万円となりました。主な原因は、ベトナム子会社の

新規連結によるものです。

負債は、前期末に比べて205百万円減少し、83,950百万円となりました。主な要因は、短期借入金の増加1,636百

万円、未払金の減少2,402百万円等によるものです。

少数株主持分を含めた純資産は、前期末に比べて1,720百万円増加し、72,727百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第２四半期連結累計期間においては、ほぼ期初計画どおりの業績となりましたが、下期においては、主として

日本・アジア・南米地域の売上減少により利益が期初計画を下回る見通しです。

このような状況を考慮し、平成26年４月25日に公表いたしました業績予想を変更し、通期の業績予想は連結売上

高157,000百万円（前期比5.5％増）、連結営業利益10,500百万円（前期比22.6％増）、連結経常利益10,000百万円

（前期比3.9％増）、連結当期純利益6,000百万円（前期比12.1％減）といたします。

なお、下期の主要通貨の想定為替レートは、103円／US$、3.2円／バーツ、44円／レアルです。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、第１四半期連結会計期間より、ムサシオートパーツベトナ

ムカンパニー・リミテッドは重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用について、当社及び国内連結子会社は、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号  平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号  平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の基礎となる期間の決定

方法についても、従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく決定方法から、退職給付支払いごとの支払

見込期間を反映する決定方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減

しております。

この結果、第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が386百万円増加し、利益剰余金が251百万円

減少しております。なお、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与

える影響は軽微であります。

 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

（減価償却方法の変更）

当社及び一部の連結子会社（前連結会計年度に償却方法を変更した連結子会社を除く）は、有形固定資産（リ

ース資産を除く）の減価償却方法について、従来、定率法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間よ

り、将来にわたり定額法に変更しております。

この変更は、平成25年７月31日に開催した取締役会において、主要な顧客における部品の共通化に対応するた

め、また、さらなる効率化を実現する生産体制の構築のために、当社グループ全体として多額の設備投資を行う

ことを決定したことを契機として、減価償却方法を見直した結果、定額法がより適切であると判断したためであ

ります。

従来は、新機種立上り時に設備の稼働が高く、年数の経過とともに低下する傾向がありましたが、前述の部品

共通化等のための設備投資により、設備の稼働状況が概ね長期安定的となる見通しとなっております。

当社及び一部の連結子会社（前連結会計年度に償却方法を変更した連結子会社を除く）については、主に第１

四半期会計期間において当該設備が稼働したことにより、この生産の安定化が実現したため、定額法へ変更する

こととしました。

これにより、従来の方法と比べ、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純

利益がそれぞれ711百万円増加しております。
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（会計上の見積りの変更）

（耐用年数の変更）

一部の連結子会社は、従来、機械装置の耐用年数を５年として減価償却を行ってきましたが、第１四半期連結

会計期間より、８年または10年に見直し、将来にわたり耐用年数を変更しております。

この変更は、平成25年７月31日に開催した取締役会において、主要な顧客における部品の共通化に対応するた

め、また、さらなる効率化を実現する生産体制の構築のために、当社グループ全体として多額の設備投資を行う

ことを決定したことを契機として、機械装置の使用状況をグローバルベースで見直した結果によるものです。す

なわち、従来、機械装置の使用期間は、製品のライフサイクルに影響を受ける傾向がありましたが、部品の共通

化等により、今後は概ね長期的となる見通しとなったことを踏まえ、一部の連結子会社において、主に第１四半

期連結会計期間より当該設備が稼動したため、機械装置の耐用年数を変更することとしたものです。

これにより、従来の方法と比べ、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純

利益がそれぞれ515百万円増加しております。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 10,586 10,130 

受取手形及び売掛金 16,280 17,169 

商品及び製品 3,748 3,800 

仕掛品 3,768 3,828 

原材料及び貯蔵品 11,473 12,339 

繰延税金資産 1,476 1,062 

その他 7,972 7,295 

貸倒引当金 △60 △81 

流動資産合計 55,246 55,544 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 32,315 32,940 

減価償却累計額 △14,352 △15,008 

建物及び構築物（純額） 17,963 17,931 

機械装置及び運搬具 169,524 176,198 

減価償却累計額 △118,214 △121,790 

減損損失累計額 △129 △129 

機械装置及び運搬具（純額） 51,180 54,278 

工具、器具及び備品 7,704 8,038 

減価償却累計額 △6,299 △6,471 

工具、器具及び備品（純額） 1,404 1,566 

土地 4,035 4,045 

建設仮勘定 8,328 8,513 

有形固定資産合計 82,911 86,336 

無形固定資産    

ソフトウエア 346 439 

ソフトウエア仮勘定 648 749 

その他 8 16 

無形固定資産合計 1,003 1,206 

投資その他の資産    

投資有価証券 7,124 7,389 

出資金 3,574 75 

長期貸付金 31 30 

繰延税金資産 2,808 3,129 

その他 2,514 3,017 

貸倒引当金 △51 △51 

投資その他の資産合計 16,001 13,590 

固定資産合計 99,916 101,133 

資産合計 155,162 156,677 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 12,329 12,821 

短期借入金 17,637 19,273 

1年内返済予定の長期借入金 4,079 5,119 

1年内償還予定の社債 625 312 

未払金 6,204 3,802 

未払費用 6,938 5,636 

未払法人税等 559 258 

賞与引当金 1,457 1,949 

役員賞与引当金 48 28 

製品補償引当金 2 0 

その他 1,494 2,164 

流動負債合計 51,378 51,368 

固定負債    

社債 10,046 10,041 

長期借入金 18,607 17,864 

繰延税金負債 1,441 1,439 

退職給付に係る負債 2,412 2,840 

その他 269 396 

固定負債合計 32,777 32,582 

負債合計 84,155 83,950 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,973 2,973 

資本剰余金 2,714 2,714 

利益剰余金 58,501 59,255 

自己株式 △6 △6 

株主資本合計 64,183 64,936 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,533 2,690 

為替換算調整勘定 △4,476 △4,040 

退職給付に係る調整累計額 △911 △852 

その他の包括利益累計額合計 △2,853 △2,202 

少数株主持分 9,677 9,993 

純資産合計 71,006 72,727 

負債純資産合計 155,162 156,677 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 72,893 77,422 

売上原価 62,439 66,159 

売上総利益 10,454 11,262 

販売費及び一般管理費 6,375 5,963 

営業利益 4,079 5,298 

営業外収益    

受取利息 65 418 

受取配当金 230 89 

為替差益 1,167 66 

その他 370 112 

営業外収益合計 1,834 687 

営業外費用    

支払利息 435 559 

固定資産除却損 42 42 

その他 310 82 

営業外費用合計 788 683 

経常利益 5,125 5,302 

特別利益    

固定資産売却益 40 4 

受取保険金 1,461 － 

特別利益合計 1,501 4 

特別損失    

固定資産売却損 12 9 

固定資産除却損 45 19 

特別損失合計 58 28 

税金等調整前四半期純利益 6,568 5,278 

法人税等 1,959 1,511 

少数株主損益調整前四半期純利益 4,608 3,767 

少数株主利益 1,680 446 

四半期純利益 2,927 3,320 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 4,608 3,767 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 170 157 

為替換算調整勘定 3,303 310 

退職給付に係る調整額 － 58 

その他の包括利益合計 3,473 526 

四半期包括利益 8,082 4,293 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 5,693 3,971 

少数株主に係る四半期包括利益 2,388 321 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 6,568 5,278 

減価償却費 5,766 5,506 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 139 18 

賞与引当金の増減額（△は減少） 542 499 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △33 △19 

製品補償引当金の増減額（△は減少） 8 △1 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △88 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 517 

受取利息及び受取配当金 △296 △508 

支払利息 435 559 

為替差損益（△は益） 316 10 

受取保険金 △1,461 － 

有形固定資産除売却損益（△は益） 61 66 

売上債権の増減額（△は増加） △2,559 △676 

たな卸資産の増減額（△は増加） 258 △660 

仕入債務の増減額（△は減少） 525 △276 

その他 △1,430 △653 

小計 8,754 9,658 

利息及び配当金の受取額 297 125 

利息の支払額 △450 △563 

保険金の受取額 1,461 － 

法人税等の支払額 △1,713 △1,665 

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,349 7,554 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △13,937 △9,245 

有形固定資産の売却による収入 58 41 

無形固定資産の取得による支出 △235 △243 

投資有価証券の取得による支出 △37 △27 

貸付けによる支出 △43 △20 

貸付金の回収による収入 40 34 

その他 △22 △102 

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,176 △9,562 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 6,439 1,783 

長期借入れによる収入 163 1,695 

長期借入金の返済による支出 △1,900 △1,493 

社債の償還による支出 △612 △312 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

配当金の支払額 △623 △686 

少数株主への配当金の支払額 △23 △6 

その他 △17 △25 

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,424 954 

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,069 △256 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,333 △1,310 

現金及び現金同等物の期首残高 9,496 12,023 

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,163 10,712 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  日本 北米 欧州 アジア 南米 合計 
調整額 

(注）１ 

四半期連結損 

益計算書計上 

額（注）２ 

売上高                

外部顧客への売上高 16,907 14,527 2,775 30,823 7,860 72,893 － 72,893 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
11,465 33 0 831 0 12,330 △12,330 － 

計 28,372 14,561 2,775 31,655 7,860 85,224 △12,330 72,893 

セグメント利益 1,337 358 233 1,677 245 3,853 225 4,079 

（注）１．セグメント利益の調整額225百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  日本 北米 欧州 アジア 南米 合計 
調整額 

(注）１ 

四半期連結損 

益計算書計上 

額（注）２ 

売上高                

外部顧客への売上高 15,779 17,103 3,215 34,799 6,523 77,422 － 77,422 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
9,633 11 0 1,998 17 11,660 △11,660 － 

計 25,413 17,114 3,216 36,798 6,541 89,083 △11,660 77,422 

セグメント利益 444 1,245 410 2,788 297 5,186 112 5,298 

（注）１．セグメント利益の調整額112百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

（減価償却方法の変更）

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示に記載のとおり、当社及び一部の連結子会社にお

いては、従来、定率法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、定額法に変更しておりま

す。

この結果、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益が、「日本」

で299百万円、「北米」で279百万円、「アジア」で132百万円増加しております。

（耐用年数の変更）

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示に記載のとおり、一部の連結子会社で、第１四半

期連結会計期間より、機械装置にかかる耐用年数を５年から８年または10年に変更しております。

この結果、従来の耐用年数によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益が、「北

米」で14百万円、「アジア」で317百万円、「南米」で183百万円増加しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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